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兵庫県隊友会長
小 川 祥 一

新年ご挨拶 ～  事務局から  ～

事務局長 小 林  一 吉

≪はじめに≫
この度の能登半島地震でご逝去された方々の

ご冥福と被災されました方々にお見舞いを申し
上げますとともに、安否不明の方々のご無事を
お祈り申し上げます。

1月発行の「県だより」編集が遅れており最終
編集が年明けになってしまいました。事務局と
して原稿は準備していましたが今回の地震災害
があまりにも衝撃的だったため事務局記事を見
直し、修正いたしまして時期を遅らせての発行
となりました旨、お詫びとお知らせをさせて頂
きます。
改めまして会員、特別会員並びに賛助会員ほ

か、関係者の皆様今年もお世話になります。お
引き立てのほどよろしくお願い申し上げます。

≪事業報告ほか≫
❶昨年より進めております「家族支援」協力事
業に関し今年は本格的に協定締結に向け準備を
して参りたいと思います。

❷新パンフレットについて
昨年10月に隊友会の「パンフレット」が更新さ
れ兵庫ほか旭川・岩手・千葉・富山・鳥取・高
知・沖縄の「隊友会の活動」が６ページ、７ペ
ージで紹介されました。県下各支部の写真も紹
介されています。しかし、初版パンフレットに
は修正が間に合わなかったのでしょうか何故か
矢印が岡山県になっており残念でした。下記に
修正してあるページを掲載いたしますので駐屯
地等で説明資料として使用される場合は訂正を
お願いします。（当分初版パンフが出回ると思
います）

❸会勢拡大について
～見える化に向けて～

⦿引越支援サービス事業は順調で現職隊員の利
用者も着実に増加傾向にあります。
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新パフレット６・７ページの修正版です。
 会員と隊員家族芋ほり交流（東播・神戸東）、自衛艦歓迎（姫路）、世界遺産クリーン作戦（姫路）
  鶉野飛行場会員交流会（神戸東）、地域防災訓練（伊丹）、家族支援（淡路）

引き続き現地（駐屯地・基地隊等）で相談会の
依頼がありましたら、積極的に店開きをしたい
と思います。

⦿今年度「中部地区自衛隊剣道大会」へ広
告と協賛をさせて頂きました。大会運営に当た
り県下会員が大活躍していました。お疲れさま
でした。これまでは自衛隊施設内での大会でし
たが、今後は隊外施設での開催とのことです。2
府19県が協力すればさらに盛大な大会となると
思いますので他府県へ声掛けしてまいります。

⦿人事担当者等への「隊友会説明会」が再開し
ました。創意工夫の下、仲間を増やしてまいり
ましょう！！

❹ 災害派遣について
⦿本原稿修正のさなか、中部方面総監を長とす
るJTF（統合任務部隊）による災害派遣は県下所
在の基地・各駐屯地隊員も参加することとなり
ました。

⦿1日夜、輪島市へ出発前の後輩に現地で必要物
品がもしあれば遠慮なく教えてもらいたいと伝え
ていましたが、今も（7日時点）官品追送品が大
変充実しているとのことです。しかし、フェーズ
が変化するにつれ要望品が出た場合、隊友会とし
て支援品（部隊又は現地隊友会）を検討していま
す。
⦿総監部家族支援担当者から、今のところ隊員及
び家族の安否確認ができたようで家族会・隊友会
（石川県・富山県）に対する安否確認要請はして
いないとのことです。（5日現在）

令和 6年1月7日13時 第３後方支援連隊衛生隊見送り
行事に参加   （写真提供 第３後支連広報）
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栄えある受章おめでとうございます 

第41回危険業務従事者叙勲受章者
                      令和  5年 11月  3日付

                                      （敬称略順不同）

 瑞宝双光章

磯脇 巌 （川西市）   久保 清和（多可郡）

佐藤 雅人（伊丹市） 末永 幹美（西宮市）

関本 俊二（川西市） 筒井 章夫（伊丹市）

藤井 武 （神戸市） 松尾 浩樹（宝塚市）

三木 秀展（姫路市） 宮本 晃之（宝塚市）

宗利 好千代（姫路市）

瑞宝単光章

下田 美幸（宝塚市） 田中 清己（宝塚市）

支 部 便 り

元気を紹介

理事役 鈴  木  栄  一

東播支部は平成5年に姫路支部から分離し、
東播磨地域及び第8高射特科群を基幹とする青
野原駐屯地が所在する小野市・加東市周辺地域
に居住する会員112名（令和5年11月現在）で
活動しています。
当支部においては、総会・理事役会をほぼ2

～3か月毎に開催し、各種行事の打ち合わせや
部隊行事及び会員に関する情報交換を行ってい
ます。また、会員相互の親睦、青野原駐屯地及
び兵庫地方協力本部の行事への参加、並びに新
隊員教育や予備時訓練において激励品を届ける
などの活動を行っています。
機関紙として年4回を目標に「東播支部だよ

り」を発行し、支部活動の紹介や行事予定を掲
載するなど、全会員との情報共有を図っていま
す。
今回は当支部の特色ある活動をいくつか紹介

いたします。

1 サツマイモ（秋の）収穫祭
現職隊員やその家族との親睦・交流を目的と

して、休耕地を無償でお借りして、春の植え付
けや夏の除草などの管理を経て、秋には〝収穫
祭〟を行っています。
毎年、天候に恵まれ、ここ数年は現役隊員家

族と会員の参加で、100名を超える盛況を博し
ています。子供たちは大きく育ったサツマイモ
を楽しみにしてくれていて、少しずつ参加者も
増えてきています。

収穫祭 令和5 年10月21日

県本部主要活動状況
（令和5年7月～令和5年12月）

7月 青野原演習場殉職隊員慰霊祭
8月 中部方面隊業務管理教育担当
9月 近畿ブロック研修会（ 奈良県 ）

10月 中部方面隊創隊記念行事出席
10月 阪神基地隊オータムフェスタ
10月 第３師団殉職隊員追悼式出席
11月 姫路駐屯地殉職者追悼式
11月 姫路駐屯地創立記念行事
11月 兵庫地方協力本部創立記念行事
12月 小野ハーフマラソン支援（ 東播支部 ）
12月 第２回理事役会
12月 姫路城クリーン作戦支援（ 姫路支部 ）
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2 慰霊碑等清掃及び慰霊
7月には青野ケ原演習場内2か所の慰霊碑清掃

と慰霊行事、引き続き海軍鶉野飛行場跡の平和
祈念碑地域の清掃活動（これは鶉野平和祈念の
碑苑保存会の支援として）を行っています。慰
霊の際は会員にお坊さんがおられますので、読
経いただき殉職者の慰霊をするとともに益々の
平和を願っています。

3 防災体験学習
例年秋には歴史ウォークを計画しています。

この行事は地域の史跡や特色ある施設を訪れて
見聞を広めるもので、会員の親睦も兼ねていま
す。
今年度は、久々に三木市にある兵庫県広域防

災センターで防災研修を行いました。同防災セ
ンターは阪神・淡路大震災後、防災拠点として
整備された施設で、県民の防災研修、自主防災
組織等のリーダー育成（防災士）、救援物資・
救助資機材の備蓄、E－ディフェンス（実大三
次元震動破壊実験施設）など役割があります。
当支部の新会員も増えた事と各地で起こる災

害の多発に、今一度防災意識を高めることを考
えて計画しました。防災講和、体験学習（煙避
難・ロープ結索）、備蓄倉庫見学をし、備える
事の大事さや自分自身、何ができるかを考える
良い機会となりました。

慰霊碑清掃の様子 令和  5年 7月

防災研修 令和 5年11月 5日

物故者

謹んでご冥福をお祈り申し上げます

氏 名 所 属 享年 他 界 日

村中 律雄 伊丹 72 令和 4年 7月 6日

長柄 稔之 阪神 86 令和 4年 7月 8日

平島 靖啓 伊丹 87 令和 5年 8月20日

熊岡 一馬 伊丹 90 令和 5年 9月12日

福田 昌司 三田 91 令和 5年10月11日

中西 英二 淡路 87 令和 5年12月 1日

飛田 好幸 伊丹 90 令和 5年12月 6日

4 近隣自治体での行事支援
地域事業を積極的に支援し、隊友会の認知度

を高めることを目的に、小野市で開催される小
野ハーフマラソンを第2回大会より支援を行って
います。
この大会は、赤星憲広さん（阪神タイガース

OB）が大会会長で、阪神タイガースとオリック
ス・バッファローズの選手・OBや小野市出身 
小林祐梨子さん（北京オリンピック 5,000ｍ出
場、元 1,500ｍ日本記録保持者）などがゲスト
チャリティーランナーとして参加しています。

12月には節目となる「第10 回記念小野ハーフ
マラソン 2023」も支援しました。参加選手の安
全とスムーズな進行に重要な、スタート・ゴー
ル地点におけるランナーの統制の役割が与えら
れ、大会の円滑な運営に寄与することができま
した。

当支部では、近隣自治体で行われる行事を積
極的支援するとともに支援を行う際は、皆が顔
合わせをして一緒に体を動かし汗をかくことで
地域行事に貢献しています。

スタート位置での東播支部の精鋭 令和  5 年12月 3日


